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HSAM220型超音波顕微鏡
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超音波顕微鏡とは:試験体表面または内部に弾性波を伝搬させ､材料欠陥や異材界面で反射され

た成分を画像化する測定法を超音波画像法と言う｡ 測定精度は用いる超音波の周波数に依存する｡

周波数100MHz以上の超音波を扱う能力 (電気的性能､機械的性能)を有する装置を特に 『超音波

顕微鏡』と呼んでいるが､その厳密な定義は存在しないようである｡

超音波顕微鏡の概略図を図1に示す｡発信器からの電気信号は音響レンズの圧電薄膜で超音波に

変換される｡この超音波は音響レンズの面に設けられた凹面部によって収束されて試料に照射さ

れる｡試料からの反射超音波はほぼ同じ経路を逆に辿って圧電薄膜に到達して､ここで再び電気

信号に変換されてCRTの輝度変調信号に用いられる｡ 一回の超音波の送受信で一画素が埋められ､

この操作を音響レンズの二次元走査と同期して繰り返すことにより一枚の画像が描画される｡音

響レンズと試料との間には音波伝搬媒質 (一般には蒸留水)が用いられている｡
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図1 超音波顕微鏡の外観と概略図超音波顕微鏡から得られる分解能は超音波の波長AEuと音

響レンズのFナンバを用いて､方位分解能△γ-A(uF,深度分解能 △上-2人,uF2に
よって表すことができる.音響レンズのF+ンバは一般的に-0.7程度であり､例えば､2

00MHzの超音波を軌 ､た場合､水中での波長l(Uは約7.5FLmであるから方位分解能5.3/∠

m,深度分解能7.4/∠mが実現される｡I.SIの内部をHSAM220を



来これらの検査にはⅩ線透過試験法が用いられていたが､剥離やクラックおよび微小ボイドなどの

検出が劣る為､最近では超音波顕微鏡が検査の主役を演じている｡

図2

LSlの断面観察例上記の内部欠陥の検出のほか､材料表面の評価(弾性表面波速度の評価)

を行なうこともできる｡HSAM220型の仕様を以下に示す.現有の音響レンズは100MHzと50MHzである｡

■仕様(獅微

鶴部)型式 HSAM220バースト波発信器 10-200MHz(1MHz毎周
波数可変)走査範囲 mm

340×340視野 mm 0.3×0.2-340×340

表示点数 600×400/600×60

0切替え式表示階調 256表示色 256その他の機能


